































































































































































































































































































































































































































































































年度 南雁 奉賢 嘉定 宝山 上海 上＃豆市 松江 川沙 金山 青浦 合計
1913 64.9 38．6 38．3 17．8 一 － 12.4 9.9 0.8 －
1919 78.5 3 30．0 15.0 11.0 － 12．0 － － 188.8
1920 75.0 40.0 30．0 15.0 10．0 － － 15．0 1.0 186.0
1921 74．0 35．0 30．0 15.0 15．0 － 10.0 － － 179.0
19 65.9 31.3 ､6 33．2 39．5 24.0 13.3 9.2 7.0 251.0
19 66.6 30．0 27.7 34．0 39．0 20.0 12．5 9.0 6.5 245.3
1926 0 31.2 35．0 30．0 20.0 － 一 13．7 － － 201.9
1927 70.0 33．0 38．0 33．7 27.2 － － 13.5 － － 215．4
1928 70.0 33．0 40.0 34．0 25.0 － － 12．5 － － 214.5
19 78.0 39．6 34．3 21.6 13.4
?
12．0 14．1 7.0 12．5 232.5
1930 57．7 33．5 36．7 19.1 12.0 19．6 11．9 14.0 5.7 4.8 215.0
1931 55．8 ､4 30．0 19.2 13．0 25.0 23.0 11．5 5.7 9.3 203.9
1932 50．7 ”.9 34．6 20.0 24.5 23.7 24.0 10．4 5.7 9.5 226.0
1933 70.5 36．9 7 .0 21.3 ､8 27.0 10．0 5.8 11.4 259.4
1934 70.4 37．4 30．3 24.0 0 28.3 26.0 11.2 5.9 13．7 269.2
1935 69.8 45.5 30．5 25．0 8.6 20.0 26.9 10.9 5.9 14.4 257.5
1936 55.1 42.9 33．6 24.8 8.6 30．0 30.0 10.8 5.6 11.5 252.9
1937 65.5 44.7 ､5 32．8 8.4 30．3 14．2 10.7 6.5 10.9 251．5
???ー?
南匪 奉賢 嘉定 宝山 上海 上肺 松江 川沙 金山 青浦
??〈?
1918 28．0 16．0 12.0 3.7
? ?
－ 4.3 － － 64.0
1919 14．0 8.0 2.4 1.5 4.0 － － 2.5 － － 4
1920 19．8 10.0 7.5 5.0 2.9 一 － 5.4 － 0.2 50．8
1921 8.5 3.2 5.4 1.8 2.0 － － 1.4 － － 刀.3
19ﾌフ 5.5 ﾌ.7 6.1 6.2 3.7 一 2.3 1.3 0.9 0.6
??
?
19 13.0 6.0 5.5 7.0 8.0 4.0 3.0 1.8 1.3 49.6
1926 lフ.フ 5.3 6.3 4.8 3.4 一 2.3 － － 34．3
1927 13.0 6.8 8.1 7.0 5.7 一 3.0 － － 43.6
'928 16.0 7.8 8.9 6.8 5.2 一 － 3.0 － 47.7
1929 ､8 6.5 10．5 5.8 3.6 － 1.4 3.8 1.0 3.6 60.0
1930 11.7 7.2 4.8 2.2 2.3 3.9 4.0 2.6 0.5 0.4 39．6
1931 7.1 フ'フー●ー 1．1 0.8 1.2 2.4 1.3 1.1 0.3 0.5 18.0
1932 15.0 5.4 6.8 4.1 6.4 4.6 4.6 2.4 0.8 3.4 7
1933 14.8 6.7 7.3 2.5 6.8 5.2 5.3 1.9 0.5 3.3 54．3
1934 21.4 7.6 4 3.9 3.3 6.5 6.8 2.9 0．1 3.5 60.5





5.5 4.6 4.8 8.4 7.7 3.9(0.04） 1.7 2.3 69.8





























































































































































































































































































改良言了恥布 110万匹 江 有、江北、湘江































































































































































































































1929 50．8 13.6 ､3 8.3 14．0 2,2 4.7 4.2 12.0 2.4
1930 10.2 7.8 6.3 11．8 8.7 0.1 0.08 1.2 5.2 0.2
1931 9.8 5.3 3.0 4.9 4.2 5.8 － 0.6 2.7 5.8
1932 ､1 1.9 5.7 1.0 9.4 0.7 2.3 2.3 16.6 0.3 － 6.3 0.3 12.1 1.2
1933 41.6 1．5 9.9 0.6 13.2 2.0 4.9 4.5 5.5 4.8 2.0 1.1 1.2 5.8 5．9 16.8 3.1
1934 ､8 1.2 1.9 0.2 10.6 1．0 2.3 1.8 7.0 5,7 2.8 1.00.5 4.1 4．6 14.5 3.6
1935 31.9 2.5 7.1 0.8 13.2 1.6 6.3 1.2 7.0 6,9 2.7 1.9 14.0 6.7 8．7 19.6 3.9
1936 38．8 2.1 13.2 1.4 15.2 2.8 5.0 5.1 10．5 6.9 3.9 1.6 8 5.3 4．6 15.7 7.7





































































































































































































































































































































































































































































































































、 108 6.915 8,177 994.335 4.456 374,599 4,583 3.929 ]､996
寧波 661 7－ 0 |､037 4 0 657 0 0 446 I 0 784 0 0
盧門 768 5 勺_） 924 0 0 640 0 0 705 0 0 563 0 5
座州 491 491 'フー 792 428 14 656 105 6 940 73 2 418 184 2
棉州 786 0 0 568 4 0 447 19 0 373 0 0 356 0 0
瓊州 404 0 0 513 0 0 197 0 0 264 0 0 304 0 0
|を海 746.461 6 363,571 0 10 4,276 0 9 4,360 0 703.7り8 0
汕頭 884 55 0 388 I 0 145 0 1 179 0 2 '83 'フー 0
大連 369 I 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
天津 341 0 'フー 3 7 0 154 0 10 189 2 0 118 0 0???《《??
???，
239 I I 167 0 0 93 0 0 83 0 0 54 0 0
||蓼州 506 0 0 437 4 0 231 3 0 165 0 0 186 0 0
漢口 524 83 0 863 39 0 376 23 0 320 6 4 276 4 0
蕪湖 126 0 0 93 0 0 190 0 0 210 0 11
、、）
I 5



























年度 数量 額 ｱﾒﾘｶ(％） ﾌﾗﾝｽ(％） ｲギリス 上海
1931 168.6 199.9 61.4(36.4) 37.2(22.0） 48.9 121.4
1932 71.9 96.9 18.3(25.4） 29.7(41.3） 19．5 72.0
1933 うり一59ウー 2.5 121.1(46.7) 59.1(22.8） 44.5 259.0
1934 497.6 349.2 268.9(54.0） 120.4(24.1) 65.2 497.6
19]5 307．0 ﾌ50.フ 57.4(18.6) 146.4(47.6) 61．6 307.7
1936 236.5 177.9 83.8(35.4） 79.7(33.6） 25.6 236.3
1937 390.7 329．3 212.3(54.3) 63.8(16.3） 43.9 391.9
金絲草'|!冒 職鋪草I;･"1媚 蒲草'l'l」




































































年度 1932 1933 1934 1935 1936 1932 1933 1934 1935 1936
合計 60.7 43．2 .0 ､5 ､6 54:5 40.9 25.9 32．4 33．9
'1海 11．3 10.3 4.9 6.2 6.1 20.1 17.9 11.9 14.1 13．5
膠州 0 0.1 0.1 0 0.1 9.9 5.0 1.2 0 0
大津 0 0.1 0 0 0 2.2 1.6 0.5 0.1 0
漢口 2.7 2.8 3.5 0.9 0.5 4.4 3.9 2.6 3.7 4.2
重慶 0.2 0.7 0.6 1.5 2.1 0 0 0 0 0
汕頭 13.4 8.6 6.6 8.7 6.9 0 0 0 0 0





0.3 0.4 0.1 6.0 9.4 8.1 13.7 15．5
1頁門 2.0 2.9 1.1 1.4 2.1 0 0 0 0 0
瓊州 4.7 5.9 3.7 4.1 7.3 0 0 0 0 0
龍口 0 0 0 0 0 11.4 0.7 0.3 0.4 0.1
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(42）「砿石織機廠之調査」（『工商半月刊』第3巻第13号、1931年7月l11、調査)23～25
頁。
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(51)「寧波之経済状況」（『中外経済周刊』第193号、1926年12月18II)6頁。
(52)前掲書、『寧波市志」中（}995年)1,059頁。漸江省郵県地方志編纂委員会編『塁|叫
志』上（中華書局、1996年)550～551頁。
(53)前掲書、『温州市志』中(1998年)1,200～1,201頁。
(54）「温州之経済状況」（『中外経済周刊』第209号、1927年4月30日)9～10EI"
(55)前掲書、『中国近代手工業史資料』483頁。原典は、察正雅『手工業試侮報告』152頁”
(56)実業部国際貿易局編『中国実業誌（江蘇省)｣(1933年）第8編第1＃i'!号、299～300頁“
(57)徐燕夫主編「嘉定鎮志』（上海人民出版社、1994年）81頁。
(58）「嘉定黄草与毛''1工業之調査」（『工商半月刊』第2巻第7号、1930年4月1日、洲
査）5～8頁‘
(59)上海市嘉定県県志編纂委員会編『嘉定県志』（上海人民出版社、1992年)241頁。
(60)上海市川沙県県志編修委員会編『川沙県志』（上海人民出版社、1990ｲ|2)254斑。
(61)前掲書、『川沙県工業誌」118～119頁。
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(63）「川沙之毛巾業」（『工商半月刊』第5巻第4号、1933年2月1511、洲街)69～74
頁。
(64)前掲書、『川沙県r業誌」118～119頁。
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小結
19世紀後半に洋糸（機械製綿糸）が流入して士糸業が解体するとと＃』に、・ﾉでは洋
糸を用いた新士,怖の/主産が新たに登場して新士布の生産地が拡大していったが、上海、鮴
|村、蘇北、漸江の華中東部では、すでに洋糸が農村に流入する以前から｜:布の生産地が波
状|，|勺に拡大していた『，
ノC未明初に稲作には不向きだった上海の棉産地で始まった自作棉花を川いた上糸・1ごｲli
0）・員生産は、やがて江陰・常熟・太倉などの蘇南棉産地や余眺・慈諦などの洲東棉産地
にも広がり、また、｜皇海、蘇南の無錫・蘇州（呉県）・常州（武進県)、湘西の嘉興・海
軍・平湖などの非棉産地でも棉花ないし土糸を購入して土布を生産するようになった．も
ちろん､棉作農家の中には棉花の多くを土糸に紡がずにそのまま販売する音も多かったし、
あるいは、土糸を生産する農家の中には、士布を織らずに士糸のままで1坂充する者も多か
った。例えば、主要な棉産地となっていた蘇北の南通一帯は、生産した棉花の大部分をそ
のまま、あるいは、その棉花から士糸を紡いで、上海や蘇南の非棉産地に販売しており、
'二布の生産はそれほど藤んではなかった。このように、華中東部の農村では、洋糸流入以
liilに、棉作地における棉花販売、土糸生産、土糸土布一貫生産、あるいは、非棉産地にお
ける棉花購入による土糸や土布の生産、土糸購入による土布の生産など、様々な様式・形
態で上糸・士布が生産・販売されていた。
そして、このように華中東部における士布業が地域ごとに多様性を持って展開していっ
たために、洋糸の受け入れ方とその後の士布業の動向も地域によって‐・様ではなかった．
しかも、単に多様な土布生産パターンが並存していたというのではなく、各地j或の土ｲli/|f
I猿ハターンが相"に関連し合う1つの生産構造を形成していた。
主ず、上海では、士糸・土布を一貫生産していた棉作農家の多くが、洋糸の流入後も」：
糸や旧士布を生産し続けたが、20世紀前半には、士布業から他の副業へ転|ｲﾘしたり、’2
海の急激な都市化・1業化に伴なう物価・労賃（手間賃）の上昇が南迦、江陰、辮熟など
のI11辺地域に棚対的に安価な労働力を生み出して士布生産地の移転が起こったことなどに
よって、土布業が急速に衰退した。こうして、上海は土布の生産からは撤退してを|:布の雄
散地となり、‐|を海の上布商人は土布を確保するために、南通士布を収閾したり、i｢:陰県や
1ili'熟県の布荘に放紗収布を委託したりした。
主た、蘇南では、棉花・士布の生産地が洋糸の流入後も旧来からの12{li提に|詞執する似
－286‐
|Alが強く、新士〃1さﾉ篭への転換が緩慢だったのに対して、非棉産地は前岱間附lillによる新
｜:ｲ､生産への転換が急激に生じたが、20世紀前半には新土布業から他〃)MII業への!|砥向も
兄られ、士布業は急速に衰退していった。とりわけ蘇南の棉産地で土ｲli龍に肢も根強く|II｢|
執していたのはi｣:|陰県で、常熟県がこれに次ぎ、太倉県は士布業を放棄して棉花の販売に
!":念するようになったまた、蘇南の非棉産地で常州（武進県）が士ｲli堆に根強く固執し
たのに対して無錫や蘇州は士布業の衰退が急速に進んだ。このように、｜:海及びその近隣
ひ)非棉産地域で|三布業からの撤退が急速に進んだのは、商品経済がよしﾉ発腱した｣也域では
現金獲得の機会が件1%|･的に大きく、士布業からより高収入を獲得できる他のiilll業・手工業
への転換が可能だったことを反映していたのであり、同一商品・製品を/M詞-る場合、そ
れを生産するための技術水準と生産コストが同じであれば、賃金上の競1''･においては周辺
ないしより奥地に勝てなくなり、自らは撤退してその生産を周辺ないし上ﾚﾉ奥地に譲らざ
るを得なくなったからだと考えられる。一方、蘇北では、南通士布業(/)lll続的な発展は、
燈的に蘇南をしり〕くゞほどの米産地として成長しつつあった裏下河一帯で'|i産されたインデ
イカ種米や蔬菜などの大量かつ安価な食料が南通一帯に供給され、逆に、堤|､､河←帯に|打
遡上布が大量に販売されたことによってもたらされた。
さらに、柵|:宵では、湘東の棉花・土布生産地は洋糸布の流入後も拙作腱家による土糸
．l三布の一貫生産が続けられ、一方、斯西の非棉産地は洋糸の流入後に新|三布の生産が朧
んになり、また、湘南地域は近代以前に湘東から棉花を購入して家内手|業としてわずか
に上布を生産する程度にすぎなかったが、洋糸の流入後は、家内手工業としてではなく、
|1ii貸間屋制の卜．で、あるいは、織布工場が設立されて新士布が生産されるようになった、
こうして、棉花．k糸・土布を一貫生産していた地域を除くと、士糸ﾘ)′恂鼈が洋糸の流
人によって駆逐され、衰退していったのに対して、土布の生産は、江|陰/にどの鮴i打棉産l也
や余眺・慈熱の断東棉産地では自作棉花・土糸のみを用いた土布が生旅され続けたが、｜監
海・蘇南・湘西の非棉産地でそれまで棉花ないし土糸を購入して土布を/k潅していた農家
が洋糸を購入して新|:布を生産するようになり、上海・蘇南の棉産地でも''1作棉花から紡
いだ士糸のみを川いた-t経土緯の旧士布に代わって縦糸に洋糸を用いた洋維｜:純の新上ｲli
が織られるようになった。あるいは、それまであまり土布生産が盛んではなかった蘇北や
i折|打などの地域でも新たに洋糸のみを用いた新士布の生産が始まった“そして、20世紀
liil,|皇には、蘇北の南汕一帯や蘇南の江陰・武進などのように土布業を持続|'|勺に発腱させ、
あるいは、新たにl:11i業が展開していった地域と、上海、蘇南の無錫・伽､|､|、湘東の寧波
－287‐


IMII!度によってではなく、原料棉花が生産されていたか否か、すなわち、|(1作棉ｲのｲ1.雌
によって決定した,‘また、近代華中東部における土布業の衰退は、一方では、農村経済（商
IIII!経済）の発展した地域に見られた、農家の副業に対する選択肢の幅t/)拡大やより‐層付
ﾉ川{llli値の高い新たな手［業の興起と並行的な動きであり、必ずしも農村絲済（商llllll経済）
の爽退とは－．致していなかった。
総じて、第2細では、各地城の多様な生産パターンは各々単に異なったもり)としてバラ
バラに並存していたのではなく、相互に密接に関わりを持って1つの農村経済構造を形〃k
していたことを論じたに,すなわち、華中東部の農村における土布業の動l'''lを例として、「樅
(/)農村経済構造」とも言うべき、各地域間における社会的分業の発展(/)<|ﾐﾚﾉﾉﾉを再検討し
た‘．
Yf
（1）西洋経済史においても、繊維工業では前貸問屋制が発展したので力)し)、「分業を検!訓
しないで、労{動ﾉﾉや道具の集中だけで」「繊維工業でマニュファクチュアが成立した
と主張する」のは｢誤りである」という見方がある(林達『西洋経済史入門』学文祉､1996
年、46～49頁)‘
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低統的な見方からする本稿への批判は、おそらく、本稿が全体を通して、近代IIIIEI農ｲ:､l
絲済分析と銘打ちながら、農村社会における生産関係や土地所有関係に/〕いてｲﾐく言･及し
ていないという根本的かつ致命的な欠陥を有していると詰問することだろう．あるいは、
本稿では農家経'滝･の実態を一切分析していないことも欠陥の1つとして桁摘されるかもし
れない．だが、かつての生産関係や階級関係の分析を重視する階級闘争'川現や主要には|!ti
欧近代化モデルを基礎とする発展段階論、あるいは、極めて不十分な統,;|・・資料しか残さ
れていない農家経営の実態に対する分析によっては、中国農村社会の其ひ)動態構造を必ず
しも'一分には捉えきれないと判断し、あえて農村社会における生産関係や階級関係あるい
は農家経営の実態に対･する分析を捨象した。
本稿は、主に抗日戦争以前までの華中東部農村経済が、各地域ごとに杣|'10)発展を遂げ、
あるいは、各地城間の分業関係を発展させて多種多様な生産のあり方を､WFさせることを
''I能にするような経済構造を形成していたことを具体的な事例を挙げながら論じたもので
あり、もとより近代中国農村経済を全国的、全面的かつ網羅的に論じた:ものではない｡
本稿が分析の対象地域を主に華中東部に限定したのは、当該地域が'皇'1|'<|の中で最も資本
i戎的発展を遂げた、いわゆる経済的に発展した先進地域だったからで(士なく、農村経滴
の戈態や動態に関わる史料や統計が比較的多く残されており、しかも、それらの入手も比
il"|'|<j容易であり、そして、何よりも、近代になって農村経済において多様な変化が見られ、
農村経済構造の動態を捉えやすいと考えたからである。
蛎1編で述べたI;1',繩改良事業に関連して言えば、近代科学の合理性に,l,Lづく判断あるい
は客観的かつ数'γ:的な計算と異なる事態や状況を、多くの場合は、非近代的ないし前近代
|'l9なこと、あるいは、異常なことと見なしてきた。しかし、近代的志|向|'|'liを持っていたと
される南京国民政府II､'f期の農村・農業政策の成果を制限したり、地域的なﾉ|を典を生んだり
した主因は、近代科'鷺}〃)合理性を理解できない農民の無知や封建的要素を濃厚に州:びた腱
村経済の遅れにではなく、農村経済とりわけ商品経済の一定程度の発l渋をj!L礎として形成
された農村経済構造にあった。そして、自然災害による被害の程度や各繩農産物の改良,{,',
繩に対する受容と拒絶という各農村地域に表出した差異は、単なる偶然として発生したの
ではなく、主要には各農村地域の経済構造の差異を反映していと考えられる”
寸一なわち、大!1蝉了:による被害が華中東部農村において大きくなった(/)は、、'1該地域が|袖
-291-
・ノ|i糸や綿糸・綿ｲliのﾉ'三産あるいは桑や棉花の栽培に特化しすぎていたためであり、また、
食幟の増産・日給をI1指した稲麦改良事業では改良稲麦種に対して全くl史発せずに積概|'|り
に受け入れたのに対して、｜司じ品種改良事業の蚕種や棉花種に対しては・部の農民が激し
く反発したのは、米や麦の生産には工程分業が成り立たないのに対して、蚕糸業や士布業
では工程分業が成り立っていて、稲麦種を栽培して米や麦を生産して販,ﾉ'としたり、蚕繩や
棉花種を飼育・栽培して繭や棉花として販売してしてしまうのとは違って、蚕糸や士布の
/|§産と蚕種や棉花種の間に繭や綿糸の生産が介在しているという差異があったからだっ
た”
そして、改良棉花種については、全国的規模でその受容に対して地域ﾉ|'fが生じていたば
かﾚﾉでなく、棉花穂の改良が種子だけの問題にとどまらず、土布業全休ﾘ)ｲ|§りノJと辮接に
関連していたことを確認できた。
‐方、第2編で述べた近代華中東部における士布業の動向に関連して,;,えば、すでに前
近代において様々な′k産のパターンを生み出しつつ、士布の生産地を拡人していたが、近
代に洋糸が流入してからは従来の士布業は部分的に解体・再編されてそ1ﾉ)ﾉk産パターンを
上り‐層複雑にした、このような洋糸の受容において見られる地域差は、多様な-Mi生産
ﾘ)ハターンを|ﾉ1包していた上布業の在り方を反映したものだった。そして、洋糸を用いた
新|冒布業の興起を新たな発展と見なし、また、洋糸を受け入れない従来(ﾉ)|三布業の持続・
1i'j減を衰退と見なし、さらに、その「発展」の指標として、農工分離(/)ｲl.雌、棉作・紡糸
・織布の各工程分業の有無、家内手工業・前貸問屋制・手工制工場の生'雄・継営形態の段
階、投峻機・手拉機・脚踏機の織布機の生産能力などが考えられてきたが、これらの指標
は個々の事象から抽象化されて作り上げられた1つの理念であり、あるいは、モデルにす
ぎないのであって、逆に、個々の現実の事象の発展段階を規定したり、あるいは、序列化
したりするための物兼とはなり得なかった。
では、近代椎'|'東部農村において実際に前貸問屋制やマニュファクチ1，－という生産・
経'i;ﾔ形態を成り立たせる条件とはどのようなものだったのだろうか。近代I'f'|'東部農村に
おける'二布業に卜||現した状況から言えば、非棉産地で士布業以外には_旧'異な舟'|業がなく、
定程度の商I品経済の発展が見られることが条件となっていた。とりオ〕け、マニュファク
チュアが成り立つための農村経済ないし商品経済の発展程度は、工場佃|から兇れば、競1''-
において驚異となる機械制工場が充分には発展していないこと、また、機械ilill｣:場の労賛
よりも低い賃金で満足1－る大量の労働力があること、逆に、労働者側から兇れば、得らｵL
‐29フー



